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凸版印刷株式会社 

凸版印刷、RWC2019 大会で使用した PC 端末のリサイクルを支援 

大会で使用した PC 端末に保存された個人情報データなどを安心安全に適正消去 

PC 端末のリサイクルで、持続可能な社会の実現に貢献します 

 

凸版印刷株式会社（本社:東京都千代田区、代表取締役社長: 麿 秀晴、以下凸版印刷）は、「ラグ

ビーワールドカップ 2019™日本大会」における「印刷サービス」カテゴリーのトーナメントサプライヤーとし

て、4 年に一度行われるラグビー界で世界最高峰の大会を支援しています。このたび、支援の一環とし

て、データ適正消去実行証明協議会（会長：荻原紀男、以下 ADEC：エーデック）※１と連携し、公益財

団法人ラグビーワールドカップ 2019 組織委員会（以下、組織委員会）が大会イベント運営に使用した

PC 端末約 400 台を対象に、端末に保存された個人情報データなどを適正に消去し「データ適正消去

実行証明書」を発行するサービスを提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

近年、各方面で省資源化を推進している中で、PCなどの IT機器もリユース・リサイクルが行われてい

ます。情報漏洩の防止のため、それらの IT 機器は破壊処理を行うか、リサイクル事業者やコンピュータ

販売店などでデータを消去し、再利用が行われています。しかし、データ消去の方法やプロセスに統一

の規格がないため、データ消去の不備などにより大きな事故が発生する危険性を秘めています。その

ためデータを適正に消去することは大きな課題となっています。 

この課題を解決するため凸版印刷は、データ適正消去実行証明協議会（ADEC）に 2017年に参画。

データの適正な消去のあり方を調査・研究し、その技術的な基準を策定するとともに、これに基づいて

データの適正消去が実行されたことを証明するための第三者による証明制度の普及・啓発の活動を行

っています。今後は、スマートデバイス、モデムやルータ等の IoT 機器にも「データ適正消去実行証明

書」を発行する範囲を拡大し、安心安全な循環型 IT 社会の実現に寄与するとともに、「ラグビーワール

ドカップ 2019™日本大会」の大会運営を支援します。 

 

※1 データ適正消去実行証明協議会（ADEC） 

事業内容：データの適正な消去のあり方を調査・研究し、その技術的な基準を策定するとともに、これに基づいてデータの適

正消去が実行されたことを証明するための第三者的な証明制度の普及・啓発を図り、我が国における健全で安心安全な循

環型 IT 社会の実現に寄与することを目的としています。 

URL：http://www.adec-cert.jp 
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